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川
西
市
商
工
会

■県連合会Letter  ２～３頁
　・第３回理事会   　　　　・第６回人事管理委員会
　・第２回共済事業委員会　・知的財産啓発普及セミナー
　・商工会記帳専門研修会

■青年部・女性部Letter  ４頁
　・齋藤富雄副知事と意見交換
　・県青連・女性連創立40周年記念大会
　・「武蔵とお通の杵つき餅セット」新発売（佐用町）

■商工会Letter  ５～６頁
　・冬の夜空を彩るイルミネーション
　　（但東町、竹野町、浜坂町、千種町）
　地域資源∞全国展開支援事業
　・島の名物弁当を開発中（淡路市） 
　・いちじくの町「川西」を全国に発信（川西市）

　

川
西
市
商
工
会
（
舩
岡
正
夫
会
長
）
は
、
全
国
連
の
「
小
規

模
事
業
者
新
事
業
全
国
展
開
支
援
事
業
」
の
採
択
を
受
け
て

〝
い
ち
じ
く
ブ
ラ
ン
ド
展
開
事
業
〞
を
実
施
し
て
い
る
。

　

平
成
十
四
年
度
に
商
品
化
し
た
イ
チ
ジ
ク
茶
『
凜
雫
（
リ
ン

ダ
）』
と
一
緒
に
楽
し
め
る
「
い
ち
じ
く
菓
子
」
を
川
西
猪
名

川
菓
子
工
業
組
合
と
共
同
研
究
。
八
人
の
菓
子
職
人
に
よ
り
川

西
産
い
ち
じ
く
に
個
性
を
プ
ラ
ス
し
た
十
二
種
類
の
い
ち
じ
く

ス
イ
ー
ツ
『
い
ち
じ
く
畑
か
ら
の
便
り
』
を
完
成
さ
せ
た
。

（
関
連
記
事
を
六
頁
に
掲
載
）
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主な行事予定

3
月
の
こ
よ
み

６
日
㊍ 

第
四
回
理
事
会

（
神
戸
市
）

中
旬 

第
三
回
共
済
事
業
委
員
会

（
神
戸
市
）

25
日
㊋ 

臨
時
総
会（
神
戸
市
）

規
約･

規
程
等
の
一
部
改
正
を
審
議

第
三
回
理
事
会

規
約･

規
程
等
の
一
部
改
正
を
審
議

第
三
回
理
事
会

商
工
会
等
職
員
統
一
採
用
候
補
者

試
験
の
実
施
な
ど
を
協
議

商
工
会
等
職
員
統
一
採
用
候
補
者

試
験
の
実
施
な
ど
を
協
議

第
六
回
人
事
管
理
委
員
会

第
六
回
人
事
管
理
委
員
会

　

 

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
二
月

二
十
一
日
、
神
戸
市
・
県
商
工
会
館

で
第
三
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

　

木
南
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
監
事

を
代
表
し
て
門
田
監
事
か
ら
平
成
十

九
年
度
中
間
監
査
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
協
議
事
項
は
次
の

と
お
り
。

①
兵
庫
県
商
工
会
職
員
退
職
金
共
済

規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

②
県
連
合
会
・
諸
規
程
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

③
商
工
会
統
一
諸
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

ま
ず
、
商
工
会
職
員
退
職
金
共
済

に
関
す
る
規
約
・
規
程
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
給
付
率
を
市
町
村

退
職
手
当
組
合
の
九
十
％
か
ら
九
十

五
％
に
変
更
す
る
こ
と
、
業
務
外
死

亡
退
職
の
取
り
扱
い
を
導
入
す
る
こ

と
、
整
理
退
職
を
削
除
す
る
こ
と
、

退
職
勧
奨
を
退
職
予
定
日
の
一
年
前

か
ら
六
ヵ
月
前
に
変
更
し
、
退
職
勧

奨
記
録
を
県
連
合
会
に
提
出
す
る
こ

と
に
つ
い
て
協
議
し
、
原
案
の
と
お

り
可
決
・
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
旅
費
支
給
規
程
の
改
正
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
実
費
精
算

に
変
え
る
改
正
案
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
・
決
定
し
た
。

　

こ
の
他
、
県
連
合
会
給
与
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
七
項
目
の
報
告
事
項
が

あ
り
、
引
き
続
き
次
の
三
項
目
に
つ

い
て
方
針
協
議
が
行
わ
れ
た
。

①
商
工
会
役
員
退
任
功
労
金
共
済
制

度
（
現
状
と
課
題
）
に
つ
い
て

②
平
成
十
九
年
度
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
職
員
給
与
規
程
の
改
正
に
つ

い
て

③
県
商
工
会
館
の
建
物
診
断
の
実
施

に
つ
い
て

　

ま
ず
、
商
工
会
役
員
退
任
功
労
金

共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
資
金
充
足

率
悪
化
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
の

解
決
策
を
正
副
会
長
に
一
任
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。
ま
た
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
職
員
給
与
規
程
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
県
・
市･

町
の
動
向

を
踏
ま
え
、
次
回
の
人
事
管
理
委
員

会
で
協
議
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
二
月
十

八
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、「
平

成
十
九
年
度
第
六
回
人
事
管
理
委
員

会
」
を
開
催
し
た
。

　

主
な
協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

【
協
議
事
項
】

一
、
兵
庫
県
商
工
会
職
員
退
職
金
共

済
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

二
、
県
連
合
会
・
諸
規
程
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

三
、
商
工
会
統
一
諸
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

四
、
商
工
会
等
職
員
統
一
採
用
候
補

者
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

五
、
商
工
会
事
務
局
長
の
任
用
に
係

る
事
前
協
議
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

一
、
商
工
会
等
職
員
昇
格
試
験
の
結

果
に
つ
い
て

二
、
平
成
十
九
年
度
人
事
交
流
追
加

承
認
分
に
つ
い
て

三
、
平
成
十
九
年
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
職
員
給
与
規
程
の
改
正
つ

い
て

▲開会あいさつを述べる木南会長

▲開会あいさつをする石原委員長
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▲財務診断のポイントを説明する上山中小企業診断士

貯
共
積
立
金
の
仮
払
制
度
を
検
討

貯
共
積
立
金
の
仮
払
制
度
を
検
討

第
二
回
共
済
事
業
委
員
会

第
二
回
共
済
事
業
委
員
会

商
工
会
記
帳

専
門
研
修
会

商
工
会
記
帳

専
門
研
修
会

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
二
月

十
八
日
、
神
戸
市
・
先
端
医
療
振

興
財
団
・
臨
床
研
究
情
報
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
平
成
十
九
年

度
知
的
財
産
啓
発
普
及
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
二
十
二
名
が

出
席
し
た
。

　

昨
年
度
よ
り
、全
国
の
商
工
会
・

商
工
会
議
所
は
、
中
小
企
業
の
支

援
窓
口
と
し
て「
知
財
駆
け
込
み
寺
」

と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
相
談
等

が
あ
っ
た
場
合
に
は
（
社
）
発
明
協

会
な
ど
の
専
門
機
関
へ
の
取
り
次
ぎ

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
セ
ミ

ナ
ー
は
、
そ
の
啓
発
普
及
事
業
の
一

環
と
し
て
開
催
し
た
も
の
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
県
連
合
会
・
安

平
事
務
局
長
が
挨
拶
の
中
で
商
工
会

と
県
連
合
会
の
現
状
と
課
題
等
に
つ

い
て
述
べ
た
後
、
最
初
に
社
会
保
険

労
務
士
の
前
田
欣
也
氏
（
県
連
チ
ー

フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
、「
知
的
財

産
権
に
関
わ
る
経
営
法
務
の
基
礎
知

識
」
を
テ
ー
マ
に
商
工
会
職
員
が
会

員
指
導
の
た
め
に
必
要
な
基
本
知
識

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、（
社
）
発
明
協
会
・
兵

庫
県
支
部
・
特
許
情
報
活
用
支
援
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
丸
尾
行
秀
氏
が
「
特

許
電
子
図
書
館
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
〜
先
行
技
術
の
検
索
、
権
利
抵
触

調
査
の
実
習
〜
」
と
題
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
特
許
等
の
情

報
検
索
方
法
に
つ
い
て
実
習
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
観
光
研
究

所
主
任
研
究
員
で
あ
り
、
京
都
学

園
大
学
人
間
文
化
学
部
非
常
勤
講

師
の
中
奥
良
則
氏
が
、「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
入
門
〜
地
域
資
源
を

生
か
す
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ま
ち
づ

く
り
〜
」
と
題
し
て
近
畿
各
地
の

事
例
紹
介
を
中
心
に
講
演
し
た
。

特
許
電
子
図
書
館
の
活
用
な
ど
を
学
ぶ

知
的
財
産
啓
発
普
及
セ
ミ
ナ
ー

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
二
月
十

二
日
、
神
戸
市
・
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ

ザ
六
甲
荘
に
お
い
て
「
商
工
会
記
帳

専
門
研
修
会
」
を
開
催
し
、
五
十
五

名
が
出
席
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
県
連
合
会
・
安
平

事
務
局
長
が
「
商
工
会
を
取
り
巻
く

課
題
」
に
つ
い
て
、
会
員
か
ら
支
持

さ
れ
る
商
工
会
を
目
指
す
必
要
性
を

述
べ
た
。

　

続
い
て
、
横
田
信
之
税
理
士
（
川

西
市
商
工
会
理
事
）
よ
り
「
平
成
十

九
年
度
税
制
改
正
と
申
告
指
導
に
お

け
る
注
意
点
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
減
価
償
却
制
度
や
寄
付
金
控
除

の
増
大
、
税
務
調
査
の
状
況
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
上
山
修
一
中
小
企
業
診

断
士（
県
連
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

が
「
財
務
診
断
の
進
め
方
と
経
営
指

導
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
、
財
務
診
断
の
進
め
方
、
経
営

分
析
の
手
法
、
利
益
計
画
、
資
金
税

制
（
資
金
管
理
）
等
の
視
点
か
ら
会

員
企
業
の
経
営
実
績
の
向
上
策
や
改

善
策
を
指
導
し
た
。

平成19年度分の申告は

e-Taxをご利用ください。
ご自宅のパソコンから申告などの手続きが簡単
にできます。

詳しくは、【イータックス】で〔検索〕

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
十
二
月
十

日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
「
第
二

回
共
済
事
業
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。

第
一
号
議
案
：
貯
共
あ
っ
せ
ん
融
資

の
代
位
弁
済
に
つ
い
て

　

六
件
・
約
三
百
万
円
の
代
位
弁
済

の
実
行
を
承
認
し
た
。
こ
の
内
、
五

件
は
法
的
申
請
に
よ
る
代
位
弁
済
で

あ
り
、
中
小
零
細
企
業
の
業
況
不
振

を
現
す
も
の
と
な
っ
た
。

第
二
号
議
案
：
求
償
債
権
の
回
収
見

込
み
判
定
に
つ
い
て

　

三
三
七
件
・
五
〇
八
百
万
円
の
求

償
債
権
に
つ
い
て
、
商
工
会
の
判
定

に
基
づ
き
一
二
三
件
・
一
五
六
百
万

円
の
法
的
措
置
を
検
討
。
現
況
の
再

調
査
を
行
い
、
三
月
開
催
の
理
事
会

で
償
却
を
協
議
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

方
針
協
議
で
は
、「
貯
蓄
共
済
積

立
金
の
仮
払
制
度
の
導
入
」
等
を
検

討
し
た
。
こ
の
仮
払
制
度
は
、
貯
蓄

共
済
積
立
金
の
範
囲
内
で
中
途
解
約

す
る
こ
と
な
く
必
要
な
資
金
を
用
立

て
る
も
の
。
加
入
者
に
は
保
険
契
約

を
解
約
し
な
く
て
も
継
続
で
き
る
た

め
、
商
工
会
に
と
っ
て
中
途
解
約
の

有
効
な
防
止
策
に
な
る
と
期
待
さ
れ

る
。

　

今
後
は
、
商
工
会
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。
賛
同
が
得
ら
れ
れ

ば
理
事
会
の
承
認
を
経
て
、
シ
ス
テ

ム
開
発
や
合
意
形
成
を
行
い
平
成
二

十
年
度
に
導
入
を
目
指
す
こ
と
に
し

た
。
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齋
藤
富
雄
副
知
事
と
意
見
交
換

齋
藤
富
雄
副
知
事
と
意
見
交
換

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

　

佐
用
町
商
工
会
女
性
部
（
坂
本

ひ
と
み
部
長
）
で
は
、
３
年
前
よ

り
「
お
通
の
焼
も
ち
」
を
佐
用
町

「
道
の
駅
平
福
」
に
て
土
日
祝
日

に
屋
台
で
販
売
。
美
味
し
い
と
い

う
評
判
で
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

　

こ
の
た
め
、
商
工
会
女
性
部
で

は
、
ご
家
庭
で
も
こ
の
餅
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
て
「
武
蔵
と
お
通
の
杵
つ

き
餅
」
と
し
て
昨
年
５
月
よ
り
販
売

し
て
き
た
。

　

こ
の
度
、
佐
用
町
特
産
品
と
し
て

人
気
の
高
い
「
も
ち
大
豆
き
な
粉
」

と「
三
年
醤
油
」を
焼
き
も
ち
に
セ
ッ

ト
し
て
販
売
を
開
始
し
た
。
値
段
は
、

１
箱
１
，
０
０
０
円
。

　

佐
用
町
に
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ

道
の
駅
平
福
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。 佐

用
町
商
工
会
女
性
部

▲兵庫県の現状を述べる齋藤副知事

▲併せて理事会を開催

商工会会員のみなさまへ
2007年度上半期報告メモ

ジブラルタ生命保険株式会社

　2007年度上半期の業績は、会員のみなさまの深いご理解と幅広いご支援をい
ただき、順調な成果を上げることができました。
　今後も商工会様とのパートナーシップを尊重し、会員のみなさまから最も信頼
される生命保険会社を目指してまいります。

保険料収入

2,119億円

営業社員数

5,944人

基礎利益

284億円
基礎利益とは保険本業の収益力を示す指標の一つで、保険関係の収
支と利息及び配当金収入を中心とした運用関係収支からなります。

個人保険新契約高

1兆288億円
個人年金保険を含みます。

ソルベンシー･マージン比率

1,087.4％
通常の予測を超えて発生するリスクに対してどの程度「支払余力」
を有しているかを判断するための行政監督上の指標のひとつです。

格付け

Ｓ＆Ｐ社
保険財務力格付

格付けは格付会社の意見であり、保険金支払等について保
証するものではありません。

保険契約継続率

92.4％
2007年9月基準の保険金ベース13月目継続率です。

総資産

3兆6,861億円

AA

ムーディーズ社
保険財務格付 Aa3

ジブラルタ生命保険株式会社
コールセンター　0120-372269　ミナジブロック
ホームページ　http：//www.gib-life.co.jp

2007年10月末現在

県商工会青年部連合会・女性部連合会

創立40周年記念大会
1.と　き：平成20年2月6日（水）11時～16時
2.ところ：神戸ポートピアホテル
 「本館BF・偕楽の間他」
 神戸市中央区港島中町6丁目10-１
3.対　象：県下商工会青年部員並びに女性部員等
4.主　催：兵庫県商工会連合会
 兵庫県商工会青年部連合会
 兵庫県商工会女性部連合会
5.内　容
　①パネル展（11時～）
県下各青年部・女性部がそれぞれ1枚のパネル
に地域活動等を描き発信する。

　②記念式典（13時～）
　③記念講演会（14時15分～）
　　テーマ「求む！！リーダーシップ」
　　　　　  講師：金　美 齢 氏

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
森
本

匡
俊
会
長
）は
、去
る
十
二
月
十
一
日
、

ペ
ア
ー
レ
神
戸（
神
戸
市
）に
お
い
て
、

斉
藤
副
知
事
を
迎
え
初
め
て
と
な
る

行
政
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

　

最
初
に
、
齋
藤
副
知
事
よ
り
兵
庫

県
政
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
お
話

を
頂
い
た
。
続
い
て
、
各
地
区
青
年

部
の
活
動
状
況
及
び
直
面
し
て
い
る

課
題
等
に
つ
い
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
役

員
か
ら
報
告
。
そ
の
後
、
齋
藤
副
知

事
と
意
見
交
換
を
行
い
青
年
部
活
動

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
頂
い
た
。

　

引
き
続
き
、
理
事
会
を
開
催
。
平

成
二
十
年
度
県
青
連
会
費
及
び
県
青

連
創
立
四
十
周
年
記
念
大
会
に
つ
い

て
協
議
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
意
見
交
換
会
を
踏

ま
え
て
地
域
の
青
年
部
事
業
を
一
層

取
り
組
む
た
め
、
来
年
度
事
業
に
つ

い
て
も
併
せ
て
検
討
を
行
な
っ
た
。

「
武
蔵
と
お
通
の
杵
つ
き
餅
セ
ッ
ト
」新
発
売
！
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〔
但
東
町
商
工
会

青
年
部
〕

　

但
東
町
商
工
会

青
年
部
（
浅
田
恭

司
部
長
）
は
十
二

月
八
日
、
冬
の
厳

し
い
但
東
町
を
少

し
で
も
明
る
く
暖
く
す
る
こ
と
と
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
の
願
い
を
込
め
て

「
但
東
冬
の
光
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
。

　

今
年
は
、
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
五
千
本
を
用
い
て
、

高
さ
八
メ
ー
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ツ
リ
ー
一
基
と
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
の

ミ
ニ
ツ
リ
ー
二
十
一
基
を
町
内
の
事

業
所
に
設
置
し
た
。

　

点
灯
式
で
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

に
よ
り
ツ
リ
ー
が
一
斉
に
光
を
放
つ

と
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。
ま
た

当
日
は
、
子
ど
も
に
大
人
気
の
マ
モ

ル
ン
ジ
ャ
ー
の
登
場
や
女
性
部
に
よ

る
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
で
点
灯
式
が
盛
り

上
が
っ
た
。
点
灯
は
、
一
月
三
十
一

日
ま
で
。  

〔
竹
野
町
商
工
会
青
年
部
〕

　

竹
野
町
商
工
会
青
年
部
（
山
本
秀

紀
部
長
）
で
は
、
十
二
月
二
日
、
竹

野
浜
の
北
前
館
裏
に
お
い
て
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
つ
け
た
。

　

豊
岡
市
内
各
地
区
で
の
一
斉
点
灯

の
計
画
に
併
せ
て
、
松
並
木
に
電
飾

を
付
け
た
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
タ

ワ
ー
を
配
置
し
た
り
し
て
全
長
三
十

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
完
成
さ
せ
た
。

　

当
日
、
点
灯
さ
れ
る
と
来
場
者
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
冬
の
竹
野
を
楽

し
ん
で
い
た
。

〔
浜
坂
町
商
工
会
青
年
部
〕

　

浜
坂
町
商
工
会
青
年
部
（
西
村
宏

樹
部
長
）
は
、
十
二
月
六
日
よ
り
一

月
七
日
ま
で
の
間
、
J
R
浜
坂
駅
・

商
工
会
館
周
辺
に
お
い
て
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ツ
リ
ー
を
設
置
し
た
。
駅
前
商

店
街
の
活
性
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

を
目
的
に
今
年
度
初
め
て
取
り
組
ん

だ
。
町
内
よ
り
集
ま
っ
た
千
二
百
本

の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
い
、
高
さ
一

〜
三
メ
ー
ト
ル
の
ツ
リ
ー
十
四
基
を

製
作
し
た
。

　

点
灯
式
当
日
は
、
女
性
部
に
よ
る

カ
ニ
汁
等
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
幼
稚

園
児
に
よ
る
合
唱
な
ど
で
盛
り
上

が
っ
た
。
ツ
リ
ー
が
点
灯
さ
れ
る
と

幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
学
生

や
家
族
連
れ
が
楽
し
ん
で
い
た
。

〔
宍
粟
市
商
工
会
千
種
支
所
〕

　

宍
粟
市
商
工
会
千
種
支
所
で
は
、

十
二
月
十
六
日
よ
り
二
月
末
ま
で
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ツ
リ
ー
を
設
置
し

て
い
る
。
商
店
街
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
そ
う
と
、役
員
が
中
心
と
な
り「
冬

の
寒
空
の
下
で
土
曜
夜
市
」
と
併
せ

て
企
画
。
今
年
で
四
年
目
と
な
る
。

　

点
灯
式
は
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
ク

リ
ス
マ
ス
ラ
ン
ド
で
実
施
。
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ
る
と
来
場

者
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
た
。
当
日
は
、

土
曜
夜
店
も
開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ

な
ど
が
楽
し
ん
だ
。

　

淡
路
島
特
産
の

食
材
を
盛
り
込
み
、

島
の
魅
力
を
観
光

客
に
ア
ピ
ー
ル
し

よ
う
と
、
淡
路
市

商
工
会
（
三
津
啓

祐
会
長
）
で
は
淡

路
島
内
の
食
材
を

盛
り
込
ん
だ
淡
路

島
味
自
慢
弁
当

「
い
っ
く
さ
ん
」

の
試
作
品
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ご
飯
に
は
地
域

郷
土
料
理
の
タ
イ

の
こ
け
ら
寿
司
を
淡
路
島
の
形
に
盛

り
付
け
、
お
か
ず
に
は
近
海
で
と
れ

た
タ
イ
、タ
コ
、ア
ナ
ゴ
や
淡
路
ビ
ー

フ
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
を
使
用
し
て
い

る
。「
観
光
客
に
気
軽
に
食
べ
て
、

い
ろ
ん
な
食
材
を
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
」
と
し
て
、
昨
年
十
月
か
ら
弁
当

の
試
作
を
重
ね
て
き
た
。

　
「
い
っ
く
さ
ん
」
の
名
は
、
国
生

み
神
話
ゆ
か
り
の
伊
弉
諾
神
宮
の
愛

称
に
由
来
。「
一
宮
さ
ん
」
と
書
い

て
「
い
っ
く
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
名
づ
け
た
。

　

今
春
か
ら
は
ツ
ア
ー
客
に
予
約
注

文
で
出
し
た
り
、
市
内
各
地
の
レ
ス

地域資源∞全国展開支援事業
島の名物弁当を開発中

淡路市商工会

冬の夜空を彩る
          イルミネーション

▲8メートルの巨大ツリー（但東町）

▲大小さまざまなツリーが彩る（浜坂町）

▲島の名物弁当を開発中

ト
ラ
ン
等
で
提
供
す
る
計
画
で
あ
る
。
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▲統一ロゴマーク

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫
ＡＴＭでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

〒650-0023 神戸市中央区栄町通3-4-17
TEL 078-391-6315
http://www.hyogokenshin.co.jp/

いままでも　これからも　いつまでも

私たちは、兵庫県の皆さまとともに歩んでいく、
地域金融機関です。

ご融資の相談はご融資の相談は

お気軽に“お気軽に“ ”へ”へ

ご融資の相談はご融資の相談は

お気軽に“お気軽に“ ”へ”へ
イベントキャラクター

『ホッピー』

ご融資の相談は

お気軽に“ ”へ
■詳しくは窓口へおたずね下さい。

■
特
産
品
開
発
の
取
り
組
み

　

川
西
市
は
、
現
代
い
ち
じ
く
発
祥

の
地
で
あ
り
、
い
ち
じ
く
の
出
荷
量

は
県
下
一
を
誇
っ
て
い
る
。
川
西
市

商
工
会
（
舩
岡
正
夫
会
長
）
で
は
、

平
成
十
二
年
度
か
ら
い
ち
じ
く
の
町

「
川
西
」
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
特

産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ

し
て
、
平
成
十
四
年
度
に
は
市
内
で

生
産
さ
れ
る
イ
チ
ジ
ク
の
新
芽
の
葉

だ
け
を
使
っ
た
イ
チ
ジ
ク
茶
「
凜
雫

（
リ
ン
ダ
）」
を
商
品
化
。
い
ち
じ
く

特
有
の
爽
や
か
な
甘
い
香
り
が
女
性

を
中
心
と
し
た
顧
客
層
に
好
評
を
得

て
い
る
。
し
か
し
、
商
工
会
で
は
、

イ
チ
ジ
ク
の
町
「
川
西
」
の
さ
ら
な

る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
は
か
る
た
め

に
い
ち
じ
く
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
目

指
す
事
業
と
し
て
、イ
チ
ジ
ク
茶「
凜

雫
」
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
関
連

商
品
の
開
発
を
全
国
連
に
提
案
し
採

択
さ
れ
た
。

■
い
ち
じ
く
ス
イ
ー
ツ
を
試
作

　

そ
れ
を
受
け
て
商
工
会
で
は
、
い

ち
じ
く
ブ
ラ
ン
ド
展
開
事
業
特
別
委

員
会
（
四
谷
勲
委
員
長
）
を
設
置
し

て
特
産
品
開
発
事
業
と
市
場
調
査
・

販
路
開
拓
事
業
を
行
う
こ
と
に
し

た
。

　

い
ち
じ
く
ブ
ラ
ン
ド
展
開
事
業
特

別
委
員
会
で
は
、
七
月
よ
り
ワ
ー
キ

ン
グ
を
五
回
開
催
。試
行
錯
誤
の
後
、

イ
チ
ジ
ク
茶
葉
を
微
粉
末
加
工
に
し

て
『
い
ち
じ
く
抹
茶
』
と
し
て
お
菓

子
の
原
料
に
使
用
す
る
こ
と
に
成

功
。
ま
た
、
ワ
ー
キ
ン
グ
の
都
度
、

お
互
い
が
試
作
品
を
持
ち
寄
り
試
食

し
て
は
改
良
を
繰
り
返
し
た
。

　

九
月
三
十
日
に
は
「
い
ち
じ
く
畑

か
ら
の
便
り
」
を
テ
ー
マ
に
一
般
試

食
会
を
開
催
。
十
二
種
類
の
ス
イ
ー

ツ
を
ギ
フ
ト
に
し
た
際
の
日
持
ち
や

味
・
品
質
の
安
定
感
を
試
し
た
。
そ

し
て
、
試
食
会
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見

を
も
と
に
、
甘
さ
、
色
彩
、
食
感
等

を
さ
ら
に
改
良
し
た
。

■「
い
ち
じ
く
畑
か
ら
の
便
り
」

　

ス
イ
ー
ツ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
完
成

し
た
十
一
月
六
日
に
は
、
一
般
公
募

の
市
民
や
大
塩
川
西
市
長
ほ
か
百
八

十
人
余
り
を
招
い
て
発
表
会
を
開

催
。
開
会
挨
拶
で
は
、
四
谷
勲
委
員

長
（
商
工
会
副
会
長
）
が
「
商
工
会

に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
一

環
で
取
り
組
ん
だ
。
試
行
錯
誤
を
経

て
さ
っ
ぱ
り
し
た
食
感
と
な
め
ら
か

さ
に
こ
だ
わ
っ
た
十
二
種
類
の
ス

イ
ー
ツ
が
出
来
た
。」と
報
告
を
行
っ

た
。
続
く
新
作
ス
イ
ー
ツ
発
表
会
で

は
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
八
人
の

菓
子
職
人
が
、
ス
イ
ー
ツ
に
込
め
た

〝
想
い
〞
を
語
り
、
参
加
者
は
〝
想

い
〞
と
共
に
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
ん

だ
。
そ
し
て
、
閉
会
で
は
、
喜
谷
千

恵
美
副
委
員
長
（
商
工
会
理
事
）
が

「
や
ろ
う
と
す
る
人
の
熱
い
想
い
が

成
功
さ
せ
た
」
と
事
業
の
成
功
を
感

謝
し
た
。

　

今
後
は
、
二
月
に
東
京
ビ
ッ
ク
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
な
ど
に

出
品
す
る
な
ど
し
て
販
路
拡
大
を
支

援
す
る
ほ
か
、
十
二
種
類
の
ス
イ
ー

ツ
を
箱
に
入
れ
た
「
い
ち
じ
く
畑
か

ら
の
便
り
」
と
し
て
川
西
の
特
産
品

と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

地域資源∞全国展開支援事業
いちじくの町「川西」を全国に発信

川西市商工会
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